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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和2年4月23日(2020.4.23)

【公開番号】特開2018-156208(P2018-156208A)
【公開日】平成30年10月4日(2018.10.4)
【年通号数】公開・登録公報2018-038
【出願番号】特願2017-50617(P2017-50617)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ２８０　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    ４００　

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月11日(2020.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像光学系及び撮像素子を用いた被写体の撮像により得られた画像情報に基づいて、紫
外光及び赤外光の少なくとも一方と可視光とに関する色情報を取得する取得手段と、
　前記色情報と参照情報と撮像条件情報とに基づいて、前記画像情報に含まれる前記被写
体の特性情報を決定する決定手段とを有し、
　前記参照情報は、前記色情報と前記被写体の物質情報とが紐づけられた情報であり、
　前記撮像条件情報は、前記撮像における照明の分光特性に関する情報と、前記撮像素子
の分光感度曲線に関する情報と、前記撮像光学系の透過率分光分布に関する情報とを含む
ことを特徴とする解析装置。
【請求項２】
　前記照明の分光特性を計測する計測手段を有することを特徴とする請求項１に記載の解
析装置。
【請求項３】
　前記撮像条件情報は、前記被写体までの距離に関する情報を含むことを特徴とする請求
項１又は２に記載の解析装置。
【請求項４】
　前記色情報は、前記紫外光及び前記赤外光の少なくとも一方と前記可視光とに関する輝
度情報を含むことを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載の解析装置。
【請求項５】
　前記色情報は、Ｒ、Ｇ、Ｂの三色に関する情報を含むことを特徴とする請求項１乃至４
の何れか一項に記載の解析装置。
【請求項６】
　前記参照情報は、所定の辞書又は多変量解析式に関する情報を含むことを特徴とする請
求項１乃至５の何れか一項に記載の解析装置。
【請求項７】
　前記決定手段は、前記撮像条件情報に基づいて補正した前記色情報と前記参照情報とに
基づいて前記特性情報を決定することを特徴とする請求項１乃至６の何れか一項に記載の
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解析装置。
【請求項８】
　前記決定手段は、前記撮像条件情報に基づいて補正した前記参照情報と前記色情報とに
基づいて前記特性情報を決定することを特徴とする請求項１乃至６の何れか一項に記載の
解析装置。
【請求項９】
　前記特性情報は、前記撮像条件情報に応じて変化することを特徴とする請求項１乃至８
の何れか一項に記載の解析装置。
【請求項１０】
　前記参照情報と前記撮像条件情報とを互いに紐づけて記憶する記憶手段を有し、
　前記決定手段は、前記参照情報及び前記撮像条件情報と、該撮像条件情報の変化量とに
基づいて前記特性情報を決定することを特徴とする請求項１乃至９の何れか一項に記載の
解析装置。
【請求項１１】
　前記画像情報は、前記撮像により得られた画像情報に対して波長に応じて異なるノイズ
低減処理を行うことで得られた画像情報であることを特徴とする請求項１乃至１０の何れ
か一項に記載の解析装置。
【請求項１２】
　前記色情報に基づいて鑑賞用画像を生成する画像生成手段を有することを特徴とする請
求項１乃至１１の何れか一項に記載の解析装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２の何れか一項に記載の解析装置と、
　前記撮像光学系及び前記撮像素子を含む撮像部とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１４】
　撮像光学系及び撮像素子を用いた被写体の撮像により得られた画像情報に基づいて、紫
外光及び赤外光の少なくとも一方と可視光とに関する色情報を取得するステップと、
　前記色情報と参照情報と撮像条件情報とに基づいて、前記画像情報に含まれる前記被写
体の特性情報を決定するステップとを有し、
　前記参照情報は、前記色情報と前記被写体の物質情報とが紐づけられた情報であり、
　前記撮像条件情報は、前記撮像における照明の分光特性に関する情報と、前記撮像素子
の分光感度曲線に関する情報と、前記撮像光学系の透過率分光分布に関する情報とを含む
ことを特徴とする解析方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の解析方法をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一側面としての解析装置は、撮像光学系及び撮像素子を用いた被写体の撮像に
より得られた画像情報に基づいて、紫外光及び赤外光の少なくとも一方と可視光とに関す
る色情報を取得する取得手段と、色情報と参照情報と撮像条件情報とに基づいて、前記画
像情報に含まれる前記被写体の特性情報を決定する決定手段とを有する。前記参照情報は
、前記色情報と前記被写体の物質情報とが紐づけられた情報であり、前記撮像条件情報は
、前記撮像における照明の分光特性に関する情報と、前記撮像素子の分光感度曲線に関す
る情報と、前記撮像光学系の透過率分光分布に関する情報とを含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の他の側面としての撮像装置は、上記解析装置と、前記撮像光学系及び前記撮像
素子を含む撮像部とを有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の他の側面としての解析方法は、撮像光学系及び撮像素子を用いた被写体の撮像
により得られた画像情報に基づいて、紫外光及び赤外光の少なくとも一方と可視光とに関
する色情報を取得するステップと、前記色情報と参照情報と撮像条件情報とに基づいて、
前記画像情報に含まれる前記被写体の特性情報を決定するステップとを有する。前記参照
情報は、前記色情報と前記被写体の物質情報とが紐づけられた情報であり、前記撮像条件
情報は、前記撮像における照明の分光特性に関する情報と、前記撮像素子の分光感度曲線
に関する情報と、前記撮像光学系の透過率分光分布に関する情報とを含む。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　図１において、１００、１１０は撮像レンズ（撮像光学系）、１０２、１１２は撮像装
置である。１０５は撮像装置１０２により取得される撮影画像（画像データ）に含まれる
被写体の成分に関する特性情報（特性データ）、１１５は撮像装置１１２により取得され
る撮影画像（画像データ、画像情報）に含まれる被写体の成分に関する特性情報（特性デ
ータ）である。撮像レンズ１００、１１０は互いに異なる光学系である。また撮像装置１
０２、１１２も、互いに異なる撮像装置である。本実施形態において、特性情報１０５、
１１５は、互いに比較することが可能な（互いに関連性がある）特性情報であることを特
徴としている。従来の構成では、撮像レンズ１００、１１０が互いに異なる場合や、撮像
装置１０２、１１２が互いに異なる場合、特性情報１０５、１１５には互いに関連性がな
く、互いに比較することができなかった。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本実施形態において、色情報２０５、３０５は、参照データ（参照情報）、すなわち経
験的に得られた辞書との照合や多変量解析式により、物体に関する一意の性質や数値など
の特性値２００、３００（特性データ）に変換される。このように画像データの色情報に
基づいて特性データを決定することにより、物質の同定を行うことができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００５１】
　解析装置３０は、取得手段３１、記憶手段３２（メモリ）、決定手段３３、計測手段３
４、距離算出手段３５、および、画像生成手段３６を備えて構成される。取得手段３１は
、画像データから紫外光または赤外光の少なくとも一つと可視光とに関する色情報（例え
ば、図２乃至図４の色情報２０５、２０４、４０５）を取得する。色情報は、撮像素子２
２の画素ごとに取得される。記憶手段３２は、色情報に関する参照データを記憶する。決
定手段３３は、色情報と参照データと撮影条件情報（撮像条件情報）とに基づいて、画像
データに含まれる被写体６０の特性データ（例えば、図２乃至図４の特性値２００、３０
０、４００）を決定する。特性データは、表示部４０に表示されるとともに、ＥＥＰＲＯ
Ｍ５０に記憶される。前述のように、特性データは、色情報が共通の場合でも、撮影条件
情報に応じて変化する。このため、撮影条件情報を更に利用することにより、特性データ
を高精度に決定することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　好ましくは、色情報は、紫外光または赤外光（近赤外光）の少なくとも一つと可視光と
に関する輝度情報（色ごとの輝度値）である。また好ましくは、色情報は、可視光に関す
る色情報として、Ｒ、Ｇ、Ｂの三色の色情報（Ｒ、Ｇ、Ｂの三色に関する情報）を含む。
また好ましくは、参照データは、所定の辞書または多変量解析式に関するデータ（所定の
辞書又は多変量解析式に関する情報）である。
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